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市は構造改革の市は構造改革の
ひずみを正せひずみを正せ

渡
わ た な べ

部　寛
か ん い ち

一 議員

匠
の
育
成
と

匠
の
育
成
と

制
度
化
を
！

制
度
化
を
！

湊
みなと

　清
せ い い ち

一 議員

保育園でお昼寝中の子どもたち

地場産木材で建築した「かしま保育園」

一
般
質
問

問　

今
度
の
総
選
挙
は
、

小
泉
構
造
改
革
は
問
題

だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
結
果
だ
っ
た
。
全

て
を
官
か
ら
民
へ
移
せ
ば

よ
く
な
る
と
い
う
の
は
間

違
い
で
あ
る
。

　

当
市
の
何
で
も
か
ん
で

も
民
間
へ
の
姿
勢
を
改
め

る
べ
き
だ
。
保
育
所
の
民

営
化
、
学
校
給
食
民
営

化
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
民
任
せ
で
待
機
者
解

決
に
な
っ
て
い
な
い
。
問

題
と
思
う
が
。

答　

今
後
と
も
、
民
間
活

力
を
導
入
し
て
い
く
。

問　

本
来
、
公
で
や
る
べ

き
こ
と
は
、
改
善
し
な
が

ら
も
公
で
続
け
る
べ
き

だ
。

　

保
育
所
の
潜
在
的
待
機

者
は
数
十
人
い
る
。
入
所

し
て
い
る
子
供
は
、
定
数

の
125
％
に
な
っ
て
お
り
、

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
で
あ

る
。
子
供
も
保
育
士
も
た

ま
っ
た
も
の
じ
ゃ
な
い
。

待
機
児
童
を
無
く
す
と
と

も
に
、
定
数
内
で
収
ま
る

よ
う
に
保
育
所
を
増
や
す

べ
き
で
な
い
か
。

答　

空
い
て
い
る
幼
稚
園

の
活
用
を
図
る
な
ど
の
対

応
し
て
い
く
。

問　

幼
稚
園
の
登
園
時
間

を
遅
く
し
不
便
に
し
て
お

い
て
、
幼
稚
園
の
活
用
ど

こ
ろ
で
は
な
い
の
で
は
。

答　

現
在
、
登
園
時
間
を

30
分
ぐ
ら
い
早
め
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

子
供
の
医
療
費
無
料
化

の
拡
充
に
つ
い
て

❷ 

高
齢
者
の
医
療
費
を
無

料
に
す
る
こ
と
に
つ
い

て
❸ 
大
甕
産
廃
に
関
す
る
選

挙
公
約
と
公
害
防
止
協

定
締
結
履
行
と
の
整
合

性
に
つ
い
て

匠
の
育
成
と
制
度
化
に
つ

い
て

問　

日
本
古
来
の
在
来
工

法
が
住
宅
建
築
様
式
の
変

化
に
伴
い
消
失
の
危
機
に

あ
る
。
こ
の
技
術
や
技
の

保
存
育
成
が
非
常
に
大
事

と
思
う
。
匠
の
制
度
化
に

よ
る
若
者
の
育
成
強
化
に

取
り
組
む
考
え
方
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

日
本
の
生
活
ス
タ
イ

ル
の
洋
風
化
に
伴
い
、
在

来
工
法
に
よ
る
注
文
住
宅

の
市
場
が
狭
く
な
り
、
匠

の
技
や
大
工
さ
ん
等
、
後

継
者
の
確
保
育
成
に
努
め

た
い
。「
い
い
家
は
無
垢

の
木
と
漆
喰
で
建
て
る
」

と
い
う
本
が
売
れ
て
い

る
。
特
に
、
木
造
住
宅
の

良
さ
か
ら
、
市
営
住
宅
や

学
校
建
築
を
木
造
建
築
と

し
、
子
育
て
や
健
康
（
ア

レ
ル
ギ
ー
症
対
策
）
と
林

業
再
生
事
業
対
策
か
ら

も
、
有
効
な
方
法
に
つ
い

て
関
係
者
と
本
格
的
に
協

議
し
た
い
。

地
場
産
木
材
の
活
用
促
進

及
び
助
成
事
業
の
充
実
拡

大
に
つ
い
て

問　

日
本
の
気
象
、
風
土

や
環
境
は
、
木
造
住
宅
に

最
適
で
あ
る
。
地
球
温
暖

化
対
策
や
森
林
再
生
対
策

が
急
務
の
今
、
本
事
業
の

利
活
用
の
効
果
が

あ
る
と
思
う
が
、

市
の
考
え
方
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

本
事
業
は
、

平
成
16
年
か
ら
実

施
し
て
い
る
。
ま

た
、
市
産
材
の
活

用
促
進
に
よ
り
、

林
業
の
活
性
化
、

住
宅
着
工
等
へ
の

助
成
拡
充
に
努
め

た
い
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

森
づ
く
り
・
川
づ
く

り
・
海
づ
く
り
の
政
策

推
進
に
つ
い
て

❷ 

学
校
教
育
に
森
づ
く
り

体
験
を
取
り
入
れ
る
こ

と
に
つ
い
て

❸ 

太
陽
光
発
電
の
推
進
に

つ
い
て
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総
務
常
任
委
員
会

　

７
月
８
日
よ
り
10
日
ま
で
の

３
日
間
に
渡
り
、
北
海
道
芦
別
市

の
財
政
健
全
化
計
画
並
び
に
市
民

参
加
と
協
働
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
ま
た
タ
張
市
の
財
政
破
綻
後

の
財
政
再
建
に
つ
い
て
行
政
視
察

し
て
参
り
ま
し
た
。

　

芦
別
市
は
、
北
海
道
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
昔
は
炭
鉱
の
街
と

し
て
栄
え
、
人
ロ
も
ピ
ー
ク
時

７
万
５
千
人
に
達
し
た
そ
う
で
す

が
、
石
炭
産
業
の
衰
退
と
共
に
人

ロ
が
激
減
し
、
本
年
６
月
現
在

で
１
万
７
千
583
人
に
な
り
ま
し

た
。
年
金
生
活
者
が
多
く
、
税
収

が
上
が
ら
な
い
状
態
。
病
院
会
計

も
20
億
円
の
赤
字
が
あ
り
、
こ
の

ま
ま
で
は
財
政
再
生
団
体
に
落
ち

て
し
ま
う
の
で
、
平
成
19
年
12
月

に
「
芦
別
市
財
政
健
全
化
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
又
、
市
民
説

明
会
を
開
催
し
、
税
率
ア
ッ
プ
、

各
種
使
用
料
・
手
数
料
の
引
き
上

げ
、
さ
ら
に
人
件
費
の
削
減
や
公

共
施
設
、
学
校
の
統
廃
合
等
を
行

な
い
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
職
員

の
椅
子
や
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
の
果

て
ま
で
自
前
と
い
う
節
約
が
始
ま

平成21年　第６回定例会での審議結果（意見が分かれた議案について掲載しました。）

議　員　名

議案等の名称

議
決
結
果

南相馬クラブ 高志会 市民クラブ 清心会 改革21 公明党
南相馬市議団 政友会 日本共産党

議員団
民政
クラブ 無会派

湊
清一

平田
武

西
一信

小林
チイ

髙野
光二

竹野
光雄

小林
正幸

寺内
安規

今村
裕

五賀
和雄

宝玉
義則

白瀬
利夫

坂本
恒雄

櫻井
勝延

小川
尚一

志賀
稔宗

土田
美恵子

小林
吉久

西
銑治

渡部
寛一

郡
俊彦

横山
元榮

田中
一正

太田
淳一

市
長
提
案

条
例
南相馬市斎場条例
の一部を改正する
条例制定について

可 ○ ○ ○ 議 × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○

予
算

平成21年度南相馬
市後期高齢者医療
特別会計補正予算
について

可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
員
提
出

意
見
書

後期高齢者医療制
度の撤廃を求める
意見書

否 × × × 議 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × ×

地方自治の継続性
を守るための予算
執行を求める意見
書

可 ○ ○ ○ 議 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × × ○ ○ ○

陳
情

小高区の市直営学
校給食を守ること
について

可 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

※１　議決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　可　可決　否　否決　継　継続審査　欠　欠席
※２　採決の結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　○　賛成　×　反対　議　議長

り
ま
し
た
。
説
明
す
る
職
員
の
表

情
に
も
厳
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
市
民
参
加
と
協
働
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
知
恵
と
工
夫
を

生
か
し
た
お
金
の
か
か
ら
な
い
事

業
と
い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
そ
う

で
す
。

　

出
前
常
任
委
員
会
も
そ
の
中
の

ひ
と
つ
で
、閉
会
中
に
公
民
館
等
、

地
域
に
出
向
い
て
常
任
委
員
会
を

開
く
も
の
で
す
。
参
加
者
に
つ
い

て
は
ま
だ
少
な
い
も
の
の
、
議
会

を
身
近
に
感
じ
て
頂
く
た
め
に
は

す
ば
ら
し
い
発
想
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

タ
張
市
は
、
財
政
破
綻
の
ま

ち
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
芦
別
市
の
南
隣
の
市

で
、
同
じ
く
炭
鉱
の
ま
ち
で
あ

り
ま
し
た
。
人
ロ
は
ピ
ー
ク
時

11
万
６
千
908
人
で
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
１－10
の
１
万
１
千
574

人
で
あ
り
ま
す
。
芦
別
市
と
違
う

の
は
石
炭
産
業
が
衰
退
し
て
い
く

中
、
観
光
産
業
に
莫
大
な
投
資
を

し
た
事
で
す
。
結
果
、
思
う
よ
う

に
観
光
客
数
が
伸
び
ず
多
額
の
債

務
を
抱
え
、
破
綻
に
至
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
議
会
の
チ
エ
ッ
ク
機

能
は
働
い
て
な
か
っ
た
の
か
？

　

実
は
執
行
部
の
赤
字
隠
し
が

あ
っ
た
の
で
す
。
出
納
整
理
期
間

を
利
用
し
て
、
会
計
間
で
年
度
を

ま
た
が
る
貸
し
付
け
、
償
還
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
赤
字
を
見
え
な

く
す
る
不
適
正
な
財
務
処
理
手
法

を
長
年
繰
り
返
し
て
い
た
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
353
億
円
も
の
巨

額
の
赤
字
が
累
積
し
破
綻
し
た
も

の
で
す
。
現
在
、
そ
の
債
務
の
返

済
が
行
わ
れ
て
お
り
、
完
済
ま
で

18
年
か
か
る
そ
う
で
す
。
車
窓
か

ら
外
を
眺
め
る
と
、
野
球
場
・
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
・
ホ
テ
ル
等
が
使
わ

れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。「
こ
ん
な
に
し
て
は
だ
め
だ

よ
」
と
負
の
遺
産
達
は
私
達
に
語

り
か
け
て
い
ま
し
た
。

視察研修（芦別市）

先
進
地
行
政
視
察
研
修
報
告

先
進
地
行
政
視
察
研
修
報
告

行
政
視
察
報
告




